
 

 

 

第１８９８回例会（2007 年 11 月 3 日） 

《国際ロータリー第２７７０地区 

２００７～２００８ 地区大会》 

【大会テーマ】 

「ロータリー家族とともに」 

     於 さいたま市文化センター 

 

 

 

第６グループのクラブ会長の紹介です。 

 
Rotary Club of SUGITO 

 

 

 

 

 

 

杉戸ロータリークラブ週報 

2007～2008 年度 RI のテーマ 

ROTARY SHARES 
 

会長 下津谷忠男  幹事 田中昌夫  

 

 

 

 

幻想的な雰囲気の中の「おわら風の盆」です。 

 

例会日： 火曜日 12:30～13:30 例会場：埼玉りそな銀行杉戸支店 3F 
事務所： 杉戸町杉戸 2-12-26 埼玉りそな銀行杉戸支店内 

TEL 0480－34－1716 FAX 0480－34－1360 



 

 

第１８９９回例会（2007 年 11 月 13 日） 

点鐘            下津谷会長 

ロータリーソング  君が代、我等の生業 

四つのテストの唱和     中島委員長 

お客様紹介 

ＧＳＥサンパウロチーム 

ジョージ・ルイズ・フランコ様 

結婚祝、誕生祝         本多会員 

 

 今月の結婚祝は篠原会員、下津谷会長と私で、

誕生祝は舟越会員、関口会員です。おめでとう

ございます。 

会長挨拶           下津谷会長 

 いつもの通り本の紹介をしようと思ったの

ですが来週にしまして、本日はＧＳＥで訪日し

ているジョージ君についてお話をします。10 日

から 14 日までＧＳＥで来日しているジョージ

君を預かっています。昼間は舟越さんがいろい

ろと面倒をみてくれていて夜は私の家に泊まっ

ています。5 人のメンバーのうち 4 人は 15 日か

ら横浜、大阪方面に行くようなのですが、彼は

2 月出産予定の奥さんのことが気になって一刻

も早く帰国したいということで一人で先にブラ

ジルに帰るそうです。 

 たまたま今週の日曜日は私の時間があったも

のですから長野、松本方面にドライブをしてき

ました。松本城は日本でも有数の昔からの城で

すから彼も感動したと思います。2 時間たっぷ

りと見学をし、その後美ヶ原温泉に行き、露天

風呂を楽しみました。ちょうど紅葉も真っ盛り

で日本の思い出になったかと思います。そして

昨日、今日と昼間は舟越さんが同行して舟越製

作所や中島さんの会社を見学させてもらいまし

た。いろいろと思い出が詰まった４日間だった

と思います。明日は舟越さんと一緒に東武ホテ

ルまで送って無事終了となります。 

 ＧＳＥについてお話をしますが、グループ・

スタディ・イクスチェンジの略でロータリアン

１人を含む５人編成になっています。今回のロ

ータリアンは女性の眼科医で旦那さんは弁護士

だそうです。25 歳から 40 歳の男女に文化と職

業に関するまたとない交流の機会を提供するも

ので、今回はブラジルのサンパウロチームです

が日本を良く知ってもらう良い機会になったと

思っています。 

《ご挨拶》 ジョージ・ルイズ・フランコ様 

 

 みなさまこんにちは。私はジョージ・ルイズ・

フランコと申します。31 歳です。私は市立法科

大学を出て 2002 年から働いています。ＧＳＥで

日本に来たことはとても嬉しかったです。日本

に着いてから様々なことを学びました。日本は

素晴らしい国です。どうぞブラジルにも来て下

さい。招待します。どうぞよろしくお願いしま

す。 

理事会報告           田中幹事 

① プログラムについて、クリスマス会は 12 月

18 日、合同新年会は 1 月 10 日を予定してい

ます。 

② 次年度会長エレクト及び幹事選考について

は選考委員会、パスト会長会を開催しても

らうことで承認。 

③ その他については次年度よりＧＳＥを受け

入れたホストファミリーにクラブよりお礼

をすることで承認。 

幹事報告            田中幹事 

① 2007～2008 年度ライラ研修日程一部変更の

お知らせがきております。 

② 米山記念奨学部門感謝の集いのご案内がき

ております。 

日時  平成 19 年 12 月 15 日(土)1：30～ 



 

 

会場  ラフレさいたま ５Ｆ 桃 

登録料 一人６，０００円 

③ バッセルトンからの訪町団歓迎会及び送別

会のご案内がきております。 

歓迎会 平成 19 年 12 月 1 日(土)14：30～ 

場所  杉戸町役場 第１庁舎 ３Ｆ 

送別会 平成 19 年 12 月 10 日(月)17：30～ 

場所  生涯学習センター(多目的ホール) 

④ ガバナーノミニー候補者推薦についてがき

ております。 

⑤ 第１１回春日部市内高等学校野球大会順延

のお知らせがきております。 

委員会報告 

親睦担当            本多会員 

 

 先ほどの理事会

報告でもありまし

たが、クリスマス

会を 12 月 18 日

(火)の夜 6 時から

浅草のビューホテルで行う予定でおります。今

回は会長の意向を入れて振袖さん等をお楽しみ

頂けるようにしましたので、残念ながらお子様

は参加出来ませんが是非奥様と一緒に参加して

下さい。 

職業奉仕担当         中島会員 

 

 地区より職業奉

仕部門のグループ

研究会（勉強会）

開催の案内がきて

おりまして、「職

業奉仕はロータリーの金看板か？」というテー

マで話し合いますので、是非事前にクラブでテ

ーマについてクラブフォーラムを開催して下さ

いとのことです。つきましては来週の例会でこ

のテーマについてクラブフォーラムを行います

ので皆様の積極的な発表をお願いします。 

雑誌紹介            関口会員 

 まず 11 月はロータリー財団月間ですので横

の１ＰにＲＩ会長メッセージ「財団について考

える」が載っています。「私は皆様方一人ひとり

に、ロータリアンとしてこの月を財団へ年次寄

付をする月として選ぶように、そして、この寄

付が今年限りではなく、毎年同じように続けて

いただくことをお願いしています。私自身もこ

の約束を真面目に考えています。妻と私はメジ

ャー・ドナーレベルまで寄付していますし、子

どもたちも全員ポール・ハリス・フェローです。」 

 同じく横の１８Ｐ～１９Ｐには「みんなが楽

しめるコンサート」ということでロータリー・

フェローズ東京の記事が載っていますので紹介

します。「ロータリー・フェローズ東京は、東京

を中心とするパストフェローをメンバーとする

広域の学友組織です。メンバーは第 2580 地区と

第 2750 地区のパストフェローが中心ですが、出

身地区、出身国を問わず首都圏に在住または勤

務するパストフェローであればよく、現在 350

人が登録されています。創立は 1967（昭和 42）

年で、日本から 1950 年に最初の奨学生としてア

メリカ・コーネル大学に留学された清水長一氏

（初代会長）や、1951 年第 2 期奨学生の緒方貞

子氏（元国連難民高等弁務官）などが中心とな

って組織され、今年で満 40 周年を迎えました。 

知的交流の夕べとして春に例会を開き、パスト

フェローの中でユニークな分野を専攻した方や

興味深い体験をした方などに講師をお願いして

います。昨年 6 月 30 日にはゲストスピーカーと

して緒方貞子氏をお招きして講演していただき

ました。」この記事については当クラブも雑誌紹

介で皆様にも紹介をしております。 

 

 横の２０P に

はロータリー財

団の使命として

「ロータリアン

が健康状態を改

善し、教育への

支援を高め、貧困を救済することを通じて、世

界平和、親善、平和を達成できるようにするこ

と」だそうです。 

 縦の２P から６P には俳優の八名信夫氏が IM

で行った講演の要旨が載っておりますので紹介

します。「子どもの教育」というテーマで、「怒



 

 

るのではなく、叱る。叱るというのは、愛情が

なければできません。この子を何とかしてやろ

う。今のうちに何とかしてやろう。立ち直らせ

てやろう。そういう思いがなくては、叱れませ

ん。自分の子どもだけではなく、よその子ども

も、愛情をもって叱っていこう。大人たちが、

子どもたちをしっかり見守っていこう。」「子ど

もを叱る大人がいなくなった。」「子どもたちと

一緒に学ぶこと、本当のことを言おう」「くだら

ないテレビ番組を見せないでください」と言っ

ています。 

 同じく縦の７P から１１P までは「小さいけれ

ど育ち盛り」というタイトルで草加２１ロータ

リークラブの記事が載っております。創立５周

年を迎えた新しいクラブですが、いろいろとあ

りましてクラブをつくった５人のサムライとい

うことでクラブ誕生のいきさつが紹介されてい

ます。「山口さんはもともと吉川ロータリーク

ラブの有力会員だったが、かねてからの気がか

りは、これぞと思う会員が他の会員と意見を異

にしたりして退会してしまうことだった。どう

にかして戻ってきてもらえないだろうか。ある

時、隣の三郷中央 RC の重鎮である松井克彦さん

に相談してみた。「一度退会したら戻りにくい

だろうな。元のクラブには居場所があるまい」

温厚な紳士である松井さんは、きわめて穏当な

感想をもらした。ここで山口さんは、はたと膝

をたたいた。「元のクラブに戻りにくいのであ

れば、新しいクラブをつくって、そこで活躍し

てもらえばいい」随分都合よく介錯して、早速、

第 2770 地区の当時（2001～02 年度）のガバナ

ー補佐の三枝泰英さん（八潮イブニング RC）同

じく地区のクラブ奉仕部門委員長だった種家寿

雄さん（八潮 RC）に諮った。このころ、新しい

クラブの創立と言う景気のいい話はめったに聞

かれなくなっていた。だから、下世話な言い方

をすれば、「津田健三ガバナーを男にしようじ

ゃないか」と盛り上がったらしい。 

それで話はとんとん拍子に進んだかと言うと、

そうはイカのなんとやら・・・。大体、新しい

クラブというものは、母体となるクラブが自己

増殖、細胞分裂する形でできるのが普通である。

人口２３万余の草加市には 2002 年の時点で、草

加、草加南、草加イブニング、草加中央の四ク

ラブがあった。それぞれ細胞分裂型である。と

ころが、草加２１の場合、ゼロからのスタート、

親クラブからのメンバーの移籍がないところか

らのスタートなのである。退会者に戻ってもら

うという当初のもくろみは外れた。しかし、新

しいクラブをつくるという形で動き出してしま

った以上後戻りはできない。そして、2002 年 6

月12日の創立式典は550人余りのお客さんを迎

える盛大なものとなった。山口さんがいうとこ

ろの５人のサムライの実力のしからしめるとこ

ろであった。創立時の会員は２１人。５人は第

2770 地区の代表的ロータリアンである。さて、

現在の草加２１ロータリークラブと言えば、会

員は１１人である。創立会員２１人のうち１３

人が退会して最初から残っているのは８人だけ

だ。例会は毎週木曜日の夜７時から「やしお生

涯楽習館」で行われる。例会ではベテランのロ

ータリアンを招いたり、地区の役員に来てもら

ったりして積極的にロータリーの勉強を重ねて

いる。いまは「少数精鋭」と自称するしかない

が、でも「育ち盛り」というべき草加２１ロー

タリークラブの現状である。」と紹介しています。 

出席報告 

出席免除 ２名 

月日 会員数 出席 欠席 MU 出席率

11/13 25 16 10 5 80% 

 

スマイル報告 

下津谷会長→GSE で来日のジョージ君、元気で

過ごしています。 

関口会員→昨日岩渕ガバナーエレクト事務所

開きがありました。地区研修リーダーを仰せつ

かりました。大変なことになってしまいました。 

大作会員→中日野球を見ますと、これからの日

本の野球はすごさとせこさを兼ね備えた野球に

なるのですか？！・・・ 

他→渡辺良一会員、武井会員、戸賀崎会員、田

中幹事、渡辺孝会員、中島会員、本多会員、落

合会員、舟越会員、黒岩会員、庄司会員、鈴木

会員 

本日投入額 19,000 円  累計 373,500 円 


